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町
有
地
を
無
償
で
貸
付
す

る
も
の

所
在
地

萩
生
１
７
２
５

−

１

面
積２

０
０
９
６
・
９
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相
手
方

仙
台
市
青
葉
区

�

川
内
川
前
丁
61

学
校
法
人
　
赤
門
学
院

�

国
分
　
活
妙

期
間30

年
間

条
件（仮

）山
大
E
V
専
門
職
短

期
大
学
敷
地
と
し
て

９月定例会概要

椿住宅団地 の造成が本格化

短期大学を誘致

急ピッチで進む　椿住宅団地造成

　９月定例会は、９月４日から14日までの11
日間開催され、３人が一般質問を行い、29年
度各会計決算、30年度補正予算のほか、条例
の設定など合わせて32の案件を審議し、全て
原案のとおり可決・認定・承認しました。
　一般会計補正予算は、歳入歳出それぞれに
１億642万円を追加し、総額72億8428万円と
しました。

項　目 内　容 件数 賛　否

議　　　 案 町工場立地法に基づく地域基準を
定める条例の設定 １件 全員賛成で可決

〃 平成30年度　各会計補正予算 12件 〃

〃 平成29年度　各会計決算 14件 全員賛成で認定

〃 普通財産の貸付け １件 全員賛成で可決

報 告 平成29年度　決算に基づく健全化
判断比率及び資金不足比率の報告 １件 承認

そ の 他 所管事務調査　議員の派遣 等 ４件 全員賛成で承認
１件は研修報告

普
通
財
産
の
貸
付
け



（3）議会だより　平成30年10月25日

　
飯
豊
型
エ
コ
ハ
ウ
ス
モ
デ
ル

住
宅
建
設
の
た
め
の
設
計
業
務

委
託
料
を
追
加
し
、
２
０
２
０

年
基
準
に
適
合
で
き
る
高
暖

熱
・
高
気
密
な
機
能
性
の
高
い

住
宅
建
設
の
た
め
の
分
譲
地
を

造
成
す
る
も
の
。

萩
生
排
水
路

�

防
災
減
災
対
策

　

デ
ン
ソ
ー
山
形
工
場
用

地
付
近
を
５
９
０
ｍ
整
備

す
る
も
の
で
す
。

進
む
国
土
調
査
事
業

　

林
地
の
調
査
を
主
に
、

萩
生
で
５
・
１
８
ha
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

県
の
認
定
を
う
け
た
あ

と
、
最
終
的
に
来
年
度
法

務
局
に
送
付
で
き
る
見
込

み
で
す
。

各会計
補正予算

環境配慮型

椿住宅団地 の造成が本格化

急ピッチで進む　椿住宅団地造成

【歳　入】� （単位：万円）
款 補正前の額 補正額 計 主なもの

地方特例交付金 280 81 361
地 方 交 付 税 27億6934 3188 28億0122 普通交付税・特別交付税
分担金及び負担金 4250 32 4282 児童福祉費委託保育料
国 庫 支 出 金 4億2045 380 4億2425 障がい者介護給付負担金
県 支 出 金 5億0712 1239 5億1951 各種県補助金
財 産 収 入 1084 79 1163 不動産売払収入
寄 付 金 1億1200 115 1億1315 一般寄付金
繰 入 金 7億9909 1678 8億1587 介護保険・添川財産区特別会計より
繰 越 金 1億0757 1542 1億2299 前年度繰越金
諸 収 入 1億0211 428 1億0639 雑入、新規就農者育成確保支援事業
町 債 14億2990 1880 14億4870 土木債（道路橋梁整備事業）
補 正 さ れ な
か った 款 の 額 8億7414 0 8億7414

歳 入 合 計 71億7786 1億0642 72億8428

【歳　出】� （単位：万円）
款 補正前の額 補正額 計 主なもの

議 会 費 7431 95 7526 子ども議会にかかる印刷製本費
総 務 費 11億6079 2151 11億8230 椿住宅団地整備事業
民 生 費 12億9893 2180 13億2073 障がい者自立支援事業
衛 生 費 3億2659 775 3億3434 生活排水個別処理（特別会計繰出金）
農 林 水 産 業 費 9億5765 2464 9億8229 国土調査事業・林道維持管理
商 工 費 11億4840 △345 11億4495 住環境整備業務委託
土 木 費 6億0354 2012 6億2366 町道原南線道路改良工事
消 防 費 2億2329 320 2億2649 団員出動手当、全国操法大会視察旅費

教 育 費 6億8400 975 6億9375 ブルーペイント（障がい者駐車場）
スペースの設置

災 害 復 旧 費 2838 15 2853 時間外手当の追加
補 正 さ れ な
か った 款 の 額 6億7198 0 6億7198

歳 出 合 計 71億7786 1億0642 72億8428

� （単位：万円）
会計名 補正前の額 補正額 計 主なもの

国 民 健 康 保 険
（ 事 業 勘 定 ） 7億6529 1518 7億8047 償還金利子及び割引料

介 護 保 険 10億8279 5089 11億3368 他会計（一般会計）繰出金
下 水 道 8億2339 688 8億3027 生活排水施設（浄化槽）
添 川 財 産 区 292 126 418 一般会計への繰出金
訪 問 看 護・ 物 品 調 達
萩生財産区・中津川財産区 0 4会計は項の組み換え

会計名 既決予算額 補正額 計 主なもの
水 道 事 業
（ 資 本 勘 定 ） ２億4552 167 ２億4719 萩生消火栓の移設

◆ 特別会計

◆ 事業会計

◆ 一般会計
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山形大学研究 センターに解析研究棟
　
平
成
29
年
度
一
般
会

計
、
特
別
会
計
及
び
事

業
会
計
を
合
わ
せ
た
14

会
計
決
算
は
、
全
て
全

員
賛
成
に
よ
り
認
定
し

ま
し
た
。

　
全
会
計
と
も
健
全
化

判
断
比
率
は
正
常
の
範

囲
で
す
が
、
実
質
単
年

度
収
支
が
３
億
１
７
６

３
万
円
の
赤
字
で
す
。

　
ま
た
、
基
金
残
高
も

前
年
と
比
べ
、
１
億
６

３
９
２
万
円
ほ
ど
減
少

し
て
い
る
の
で
、
来
年

度
以
降
の
財
政
運
営
は

厳
し
く
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
義
務
的
経
費
や

人
件
費
な
ど
の
抑
制
に

努
め
、
無
駄
を
省
く
こ

と
が
大
切
だ
と
痛
感
し

ま
し
た
。

（単位：万円）

事 業 名 金 額 事 業 名 金 額

無線放送聴取支援事業 4203 旧飯豊分校跡地利用 949

除雪事業 3億5727 道路維持事業 1億7254

畜産振興事業 4893 新産業集積事業（山大関連） 2億8083

高円寺チャレンジショップ運営
事業 776 障がい者自立支援事業 1億5750

老人福祉関係事業 2億5253 公民館運営事業 5365

子育て支援事業（施設運営含み） 4億0500 中小企業振興事業補助 6575

農地費関係各種負担金補助金 2億4633 デマンド交通事業補助 5336

防犯灯LED化事業 5336 町観光協会補助 1193

平成29年度 一般会計の主な事業

決
算
認
定
に
つ
い
て



（5）議会だより　平成30年10月25日

平成 29 年度
各 会 計 決 算 山形大学研究 センターに解析研究棟

各 基 金 残 高各特別会計決算

地方交付税 
29億7035万円  

43.9％

町債 
6億590万円 9.0％

国庫支出金 
6億377万円 

8.9％ 

町税 
6億7416万円 

10.0％ 
県支出金 
4億7095万円 
7.0％ 

地方消費税交付金 
1億2432万円 
1.8％ 

寄附金 
2億4464万円 3.6％ 

繰越金 3億652万円 4.5％ 

繰入金 4億2363万円 6.3％ その他 3億3586万円 5.0％

人件費
9億1981万円

14.3％

扶助費
4億4600万円

6.9％

公債費
5億4650万円

8.5％
物件費

7億8975万円
12.3％

維持補修費 
4億2304万円 6.6％

補助費等
10億9970万円

17.1％ 

繰出金
7億6651万円

11.9％ 
積立金 
1億8527万円 
2.9％ 

投資・出資・貸付金 
1500万円 0.2％ 

普通建設事業費
11億9596万円

18.6％ 

災害復旧費 3959万円 0.7％

歳　入 歳　出

（単位：万円）

会　　計 歳　　入 歳　　出

国民健康保険
事業勘定 8億5945 8億3697

施設勘定 1億0570 1億0519

介護保険 10億8538 10億3742

後期高齢者医療 8442 8397

下水道事業 7億6515 7億6315

訪問看護 1686 1684

介護老人保健施設 3億0489 3億0436

物品調達 1725 1725

５財産区 1175 1011

水道事業
収益的 2億4097 1億9801

資本的 3517 7517

（単位：万円）

基金の名称 本年度末残高
財政調整基金 10億3157

減債基金 3億9320

地域福祉基金 2億6792

公共施設整備基金 5億8123

地域振興基金 6835

いいでめざみの里応援寄附金 1億0027

スポーツ振興基金 4786

交通遺児等支援基金 501

国民健康保険保険給付基金 1億0382

介護保険介護給付費準備基金 5448

畜産振興基金 5526

奨学資金貸与基金 6442

土地開発基金 1億7143

財産区基金（４財産区） 8186

総合計 30億2668
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活力あふれる
� まちづくりを目指して

一般質問

質
問　

住
民
参
加
の
町
政

を
ど
う
考
え
る
か
。
町
政

報
告
会
や
懇
談
会
を
前

も
っ
て
広
報
し
て
開
催
す

べ
き
で
は
。

地
域
づ
く
り�

座
談
会
で

町
長　

現
在
、
各
地
区
の

地
域
づ
く
り
座
談
会
等
で

住
民
の
声
を
お
聞
き
し
、

町
政
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

質
問　

日
本
で
最
も
美
し

い
村
連
合
に
加
盟
し
て
い

る
県
内
の
町
村
と
、
町
民

に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト
並
び

に
町
予
算
の
執
行
状
況
は
。

共
通
の
課
題
と

�

改
善
策
の
学
習

町
長　

山
形
県
22
町
村
の

う
ち
、
本
町
と
大
蔵
村
の

２
町
村
で
す
。
平
成
29
年

度
予
算
の
執
行
状
況
は
、

旅
費
等
を
除
い
て
５
５
０

万
円
。
連
合
に
加
盟
す
る

利
点
と
し
て
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
づ
く
り
を

行
う
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
る
こ
と
で
す
。

質
問　

職
員
の
採
用
の
基

本
的
な
方
針
は
。

適
材
適
所
の
職
員
配
置
と�

�

効
率
的
な
組
織
運
営

町
長　

退
職
す
る
職
員
数

を
補
充
す
る
と
と
も
に
、

再
任
用
職
員
に
経
験
を
生

か
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

施
策
の
展
開
に
臨
ん
で
い

ま
す
。

質
問　

障
が
い
者
の
雇
用

対
策
事
業
の
現
況
と
実
施

計
画
は
。

障
が
い
者
計
画
を
策
定

町
長　

平
成
27
年
度
か
ら

平
成
32
年
度
ま
で
の
６
年

間
を
計
画
期
間
と
し
て
策

定
し
て
い
ま
す
。
町
職
員

の
法
定
雇
用
は
５
名
で
す

が
４
名
を
雇
用
し
て
い
ま

す
。

質
問　

公
営
企
業
の
基
本

理
念
は
。

地
方
公
営
企
業
法

�

に
よ
る
運
営

町
長　

水
道
事
業
会
計
に

お
い
て
必
要
な
す
べ
て
の

経
費
は
、
原
則
水
道
料
金

等
の
収
入
で
賄
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

料
金
収
入
の
み
で
事
業
経

営
す
る
こ
と
は
大
変
難
し

い
現
状
で
、
水

道
料
金
値
下
げ

の
た
め
、
一
般

会
計
か
ら
繰
入

を
受
け
対
処
し

て
い
ま
す
。

質
問　

町
制
施

行
60
周
年
記
念

事
業
で
、
子
ど

も
議
会
の
感
想

は
。

子
ど
も
議
員
は

�

す
ば
ら
し
い
経
験

教
育
長　

い
い
で
子
ど
も

議
会
は
多
く
の
皆
様
の
お

力
添
え
、
ご
指
導
を
い
た

だ
き
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

ど
の
子
ど
も
議
員
も
堂
々

と
し
た
発
言
を
行
い
、
と

て
も
立
派
で
、
い
い
経
験

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

鈴
木
敏
夫 

議
員

◯
住
民
参
加
の
町
政
を

◯
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
に
つ
い
て

◯
職
員
採
用
の
基
本
的
な
方
針
は

◯
障
が
い
者
の
雇
用
支
援
は

◯
公
営
企
業
の
基
本
理
念
は

◯
い
い
で
子
ど
も
議
会
に
つ
い
て
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増収で持続可能なまちづくり!!
一般質問

質
問　

定
住
自
立
圏
構
想

を
６
月
に
２
市
５
町
が
米

沢
市
と
調
印
し
た
が
、
そ

の
後
の
取
り
組
み
は
。

観
光
の
連
携
を
図
る

町
長　

米
沢
牛
ブ
ラ
ン
ド

向
上
に
お
け
る
対
策
、
食

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
に
よ
る
地
域
資
源
の
循

環
。
道
の
駅
を
拠
点
と
し

た
広
域
観
光
で
の
連
携
と
、

地
方
公
共
交
通
の
整
備
が

主
軸
で
す
。

質
問　

長
井
市
、
南
陽
市
、

白
鷹
町
お
よ
び
本
町
の
２

市
２
町
で
取
り
組
む
、
地※

域
連
携
D
M
O
で
、
観
光

誘
客
対
策
は
。

※
地
域
連
携
D
M
O
の
説
明

は
15
ペ
ー
ジ
に
。

滞
在
型
施
設
の

�

環
境
整
備
を

町
長　

今
後
の
課
題
は
、

滞
在
型
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る

環
境
整
備
が
大
切
で
す
。

質
問　

明
治
11
年
イ
ギ
リ

ス
の
女
性
旅
行
家
イ
ザ
ベ

ラ
バ
ー
ド
が
、
本
町
を
旅

し
て
か
ら
１
４
０
年
の
記

念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
記

念
碑
制
作
の
予
定
は
。

記
念
碑
を

�

遠
く
な
い
時
期
に

町
長　

東
洋
の
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
桃
源
郷
と
表
し
た

バ
ー
ド
の
記
念
碑
を
関
係

各
地
に
建
立
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

質
問　

民
間
投
資
に
よ
る

マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト

の
建
築
補
助
金
は
。

条
例
の
見
直
し
で
対
応

町
長　

町
の
住
宅
政
策
だ

け
で
は
対
応
で
き
な
い
の

で
、
中
小
企
業
の
振
興
条

例
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

質
問　

添
川
地
区
住
宅
団

地
造
成
工
事
の
日
程
は
。

31
年
秋
に
分
譲
予
定

町
長　

今
年
度
中
に
擁
壁

工
事
、
31
年
春
に
上
下
水

道
・
町
道
整
備
を
行
っ
て
、

31
年
秋
分
譲
で
き
る
よ
う

進
め
る
予
定
で
す
。

質
問　

小
学
校
統
合
の
進

め
方
は
。

統
合
検
討
委
員
会
を
設
置

教
育
長　

小
学
校
区
ご
と

に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

具
体
的
な
検
討
を
お
願
い

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
教
育
環
境
を

第
一
に
考
え
、
地
域
の
合

意
を
得
な
が
ら
、
再
編
に

つ
い
て
の
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

遠
藤
　
忠 

議
員

◯「
定
住
自
立
圏
構
想
」の
取
り
組
み
は

◯「
地
域
連
携
D
M
O
」の
取
り
組
み
は

◯「
民
間
投
資
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
・

�

ア
パ
ー
ト
」の
建
築
補
助
金
は

◯
添
川
地
区
住
宅
団
地
分
譲
予
定
は

◯
小
学
校
統
合
の
進
め
方
は

東洋のアルカディア桃源郷　眺山
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実行した公約は
一般質問

質
問　

町
長
就
任
時
の
公

約
に
対
し
、
実
行
率
は
ど

れ
く
ら
い
か
。

公
約
は
91
％
実
行

町
長　

三
期
目
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
に
目
標
を
か
か
げ
、

住
民
の
た
め
の
町
政
施
行

に
傾
注
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
１
０
９
の
公

約
の
う
ち
99
項
目
を
達
成

し
ま
し
た
が
、
約
束
の
中

で
小
学
校
の
プ
ー
ル
建
設

が
未
着
手
で
あ
り
、
重
要

な
課
題
と
し
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

質
問　

山
形
大
学
x
E
V

関
連
事
業
に
多
額
の
投
資

を
し
て
い
る
が
、
町
へ
の

効
果
は
。

産
学
官
金
の
取
り
組
み

�
地
域
住
民
も
一
緒
に

町
長　

山
形
大
学
と
町
内

事
業
者
が
連
携
し
、「
セ

パ
レ
ー
タ
簡
易
釘
刺
し
装

置
」
な
ど
の
開
発
、
実
用

化
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
人
材
育
成
の
面

か
ら
、
専
門
職
短
期
大
学

の
誘
致
や
、
貸
工
場
方
式

に
よ
る
新
会
社
の
創
業
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

質
問　

町
民
の
生
活
レ
ベ

ル
を
向
上
さ
せ
る
方
策
は
。

住
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
き
め
細
か
く
対
応

町
長　

町
民
の
生
活
を
第

一
に
考
え
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
き
め
細
か
く
対
応
し
、

安
全
安
心
な
生
活
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
ま
す
。

　

生
活
レ
ベ
ル
に
関
し
て

は
、
総
合
的
な
発
展
の
中

で
幸
福
度
を
い
ま
以
上
に

高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
、
施
策
を
展
開

し
ま
す
。

質
問　

町
長
が
今
ま
で
実

施
し
た
事
業
の
中
で
、
町

民
の
生
活
に
一
番
密
着
し
、

重
要
視
さ
れ
た
の
が
「
中

水
源
」
の
開
発
だ
。

　

当
初
の
計
画
の
と
お
り

通
年
通
水
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
今
後
も
降
雨
が

望
め
な
い
場
合
の
対
応
は
。

不
測
の
事
態
に
準
備

町
長　

記
録
的
な
猛
暑
と

小
雨
が
続
き
、
水
源
水
量

の
確
保
が
急
務
と
な
り
、

重
要
な
課
題
で
す
。

　

白
川
か
ら
の
取
水
が
困

難
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

中
水
源
の
取
水
期
間
延
長

や
、
長
井
市
か
ら
配
水
を

受
け
る
こ
と
を
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

中
水
源
の
取
水
期
間
は
、

長
井
市
や
平
野
地
区
の
ご

理
解
を
得
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
状
況
を
見
極

め
、
不
測
の
事
態
に
備
え

て
い
き
ま
す
。

　

古
山
繁
巳 

議
員

○
山
形
大
学
x
E
V
研
究
セ
ン
タ
ー
の

�

整
備
に
よ
る
効
果
は

○
町
民
生
活
の
向
上
に
対
す
る
政
策
は

○
渇
水
時
期
の
水
道
水
確
保
に
つ
い
て

渇水した白川ダム



ケアハウスめざみの里設備改修に補助

臨時会
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人
　
　
事

●
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

氏
名　
　
　

伊

藤

和

憲

住
所　
　
　

飯
豊
町
岩
倉

●
人
権
擁
護
委
員
に
適
任
と
認
め
ま
し
た
。

氏
名　
　
　

井

上

慶

次

住
所　
　
　

飯
豊
町
椿

●
萩
生
財
産
区
管
理
委
員
に
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

氏
名　
　
　

土

屋

光

栄

氏
名　
　
　

髙

橋

一

範

氏
名　
　
　

小

松

要

一

氏
名　
　
　

堀
　

敬

次

氏
名　
　
　

長
谷
部　

元　

良

氏
名　
　
　

嘉

藤

勝

行

氏
名　
　
　

嘉

藤

直

昭

住
所　
　
　

飯
豊
町
萩
生

第
６
回
臨
時
会

　

７
月
23
日
第
６
回
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
、
専
決
処

分
１
件
、
一
般
会
計
補
正

予
算
、
公
有
財
産
の
取
得

及
び
工
事
請
負
契
約
を
審

査
し
、
い
ず
れ
も
全
員
賛

成
で
可
決
・
承
認
し
ま
し

た
。

●
専
決
処
分
の
承
認

　

職
員
の
交
通
事
故
に
係

る
損
害
賠
償
の
額

�

16
万
３
６
８
５
円
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算

◦
ケ
ア
ハ
ウ
ス
め
ざ
み
の

里
設
備
改
修
に
対
す
る

補
助
金
５
９
４
万
円
。

◦
添
川
小
学
校
体
育
館
屋

根
雨
漏
り
改
修
設
計
業

務
委
託
料
２
２
５
万
円
。

◦
林
道
豪
雨
災
害
復
旧
の

た
め
の
業
務
委
託
料

�

３
０
０
万
円
。

●
公
有
財
産
の
取
得

　

手
ノ
子
ス
キ
ー
場
圧
雪

車
の
購
入
。

�

３
３
６
９
万
円

購
入
先　

寒
河
江
重
車
輌�

�

株
式
会
社
南
陽
営
業
所

●
工
事
請
負

�

契
約
の
締
結

　

椿
住
宅
団
地
整
備
工
事
。

�

１
億
５
７
６
８
万
円

完
成　

31
年
８
月
末
日

�

樋
口
建
設
株
式
会
社

第
７
回
臨
時
会

　

７
月
27
日
第
７
回
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
、
工
事
請

負
契
約
を
審
査
し
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
工
事
請
負

�

契
約
の
締
結

　

手
ノ
子
地
区
農
業
集
落

排
水
事
業
管
路
工
事
（
第

一
工
区
）。

�

　

１
億
５
８
４
万
円

完
成　

30
年
12
月
20
日

�

樋
口
建
設
株
式
会
社

改修されるケアハウスめざみの里



返
礼
品
の
内
容
は

遠
藤
委
員

　
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

は
、
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
に
多

く
申
し
込
み
が
あ
っ
た
の

か
。ま
た
、件
数
と
金
額
は
。

総
務
企
画
課
長

　

返
礼
品
の
希
望
メ
ニ
ュ
ー

は
５
つ
あ
り
、
町
長
お
ま

か
せ
メ
ニ
ュ
ー
が
50
％
、

い
い
で
人
を
つ
く
ろ
う

コ
ー
ス
が
19
％
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
め
ざ
み
の
里

が
14·

５
％
、
飯
豊
ブ
ラ

ン
ド
化
に
11
％
、
い
い
で

ま
ち
づ
く
り
推
進
に
９·

５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

件
数
は
、
１
万
７
１
６

１
件
で
２
億
３
２
０
０
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計
合
わ
せ
て
14
件
に

つ
い
て
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
審
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
に
嶋
貫
栄
助
、
副
委
員
長
に
長
沼
桂
子
両
議
員
を
選
出
し
、
９
月
11
・

12
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
慎
重
か
つ
活
発
に
審
査
し
、
い
ず
れ
も
全
員
一
致
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

県
交
付
金
の
充
当
先
は

髙
橋
委
員

　
子
ど
も
、
子
育
て
支
援

交
付
金
６
８
９
万
円
の
充

当
事
業
は
。

教
育
総
務
課
長

　

充
当
事
業
は
、
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
事
業
（
み

ら
い
館
運
営
管
理
）
に
２

６
１
万
円
、
一
時
預
か
り

事
業
（
幼
稚
園
、
居
宅
訪

問
）
に
１
４
５
万
円
、
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

に
２
０
５
万
円
、
子
育
て

援
助
活
動
支
援
事
業
に
67

万
円
と
、
乳
児
家
庭
全
戸

訪
問
・
養
育
支
援
訪
問
事

業
に
支
出
し
て
い
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
長

�

嶋
　
貫
　
栄
　
助

一　

般　

会　

計

❖総務文教所管分❖
基 金 管 理 は 大 丈 夫 か

平成30年10月25日　議会だより（10）

流しそうめんで楽しむ子ども達



F
M
ラ
ジ
オ
の
活
用
は

古
山
委
員

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
の
各
事
業
の
４
２
０

３
万
円
の
内
容
と
効
果
は
。

　
ま
た
、
本
町
関
連
の
放

送
件
数
は
。

総
務
企
画
課
長

　

無
線
放
送
聴
取
支
援
事

業
で
、
中
津
川
地
区
に
も

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
利

用
し
た
防
災
ラ
ジ
オ
や
Ｆ

Ｍ
放
送
が
聞
け
る
よ
う
事

業
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ

で
す
。

　

効
果
と
し
て
は
、
緊
急

放
送
が
10
件
ぐ
ら
い
、
お

も
に
火
災
や
交
通
事
故
な

ど
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
町

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
Ｐ
Ｒ

が
数
件
で
す
。

分
校
跡
地
利
活
用
の

�

内
容
は

古
山
委
員

　
旧
飯
豊
分
校
跡
地
利
活

用
事
業
の
委
託
先
と
内
容

は
。

総
務
企
画
課

　

先
進
地
視
察
や
研
修
講

習
費
・
旅
費
等
と
、
電
線

の
地
中
化
や
住
宅
地
の
屋

敷
林
植
栽
に
か
か
る
講
師

委
託
料
で
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
関
係
で
、

視
察
先
は
北
海
道
下
川
町
、

岩
手
県
と
東
京
で
の
研
修

で
す
。

基
金
の
有
利
な�

運
用
は

長
沼
委
員

　
基
金
の
預
け
先
は
。
ま

た
、
有
利
な
金
融
機
関
の

選
択
が
必
要
と
思
う
が
そ

の
方
法
と
利
率
は
。

会
計
管
理
者

　

基
金
預
け
先
は
、
町
指

定
金
融
機
関
に
85
％
、
長

井
市
金
融
機
関
７
ヶ
所
に

預
け
て
い
ま
す
。

　

利
率
は
、
０·

１
％
か

ら
０·

０
１
％
ま
で
あ
り
、

も
っ
と
も
有
利
な
金
融
機

関
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

予
算
見
積
り
に
甘
さ�

が

�

あ
る
の
で
は

長
沼
委
員

　
歳
入
予
算
額
に
対
し
て

収
入
済
額
と
の
差
額
が
あ

り
過
ぎ
る
の
で
は
。
ま
た

歳
出
も
多
額
な
不
用
額
に

な
っ
て
い
る
。

　

予
算
額
を
過
大
に
見

積
っ
た
の
で
は
。

総
務
企
画
課
長

　

今
後
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
し
っ
か
り
精

査
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
予
算
執
行
に
当

た
っ
て
も
、
十
分
注
意
し

ま
す
。

基 金 管 理 は 大 丈 夫 か決算特別
委 員 会

川内戸に無線塔設置

指定 金融機関

（11）議会だより　平成30年10月25日



農
の
未
来
事
業
効
果
は

遠
藤
委
員

　
農
の
未
来
事
業
を
推
進

し
て
い
る
が
、
そ
の
効
果

は
。

農
林
振
興
課
長

　

農
の
未
来
事
業
の
施
策

67
の
う
ち
、
約
８
割
に
あ

た
る
57
施
策
が
概
ね
目
標

を
達
成
し
、
事
業
効
果
も

現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
補
助
の

�

交
付
要
件
は

遠
藤
委
員

　
中
小
企
業
振
興
事
業
の

補
助
要
件
は
。

産
業
活
性
化
担
当
課
長

　

創
業
支
援
補
助
金
は
、

町
内
に
本
社
を
有
す
る
企

業
と
個
人
と
な
っ
て
お
り
、

設
備
投
資
支
援
補
助
金
で

は
、
10
名
以
上
の
雇
用
で

１
億
円
が
上
限
と
な
っ
て

い
ま
す
。

Ｉ
タ
ー
ン
者
補
助
金
の

�

内
容
は

髙
橋
委
員

　

新
規
就
農
促
進
事
業

（
Ｉ
タ
ー
ン
者
補
助
）
と

青
年
就
農
給
付
金
事
業
は

地
区
別
に
何
人
か
。

農
林
振
興
課
長

　

Ｉ
タ
ー
ン
者
11
人
の
う

ち
、
中
、
添
川
、
小
白
川

地
区
そ
れ
ぞ
れ
１
人
で
す
。

青
年
就
農
給
付
金
（
経
営

開
始
型
）
10
人
の
う
ち
、

７
人
が
親
元
就
農
の
方
で

す
。
添
川
２
人
、
小
白
川

２
人
、
中
と
椿
、
中
津
川

が
１
人
ず
つ
で
す
。

　

ま
た
、
Ｕ
タ
ー
ン
の
方

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ど
う
す
る
高
円
寺

古
山
委
員

　
高
円
寺
の
情
報
発
信
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
へ

の
出
店
者
数
は
。
ま
た
、

所
得
増
へ
の
つ
な
が
り
と
、

い
い
で
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の

活
動
状
況
は
。

商
工
観
光
課
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
等
の
情

報
発
信
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

出
店
者
数
は
、
32
団
体

76
人
で
し
た
。
農
産
物
だ

け
で
な
く
、
多
種
の
商
品

販
売
も
行
い
、
所
得
の
増

加
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

い
い
で
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

の
活
動
は
、
会
員
48
人
で

運
営
さ
れ
、
年
に
数
回
の

イ
ベ
ン
ト
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

一　

般　

会　

計

❖産業厚生所管分❖
新 規 就 農 者 の 確 保 は

I・Uターン者の活動

平成30年10月25日　議会だより（12）



必
要
な
道
路
は

�

町
単
独
で
も

長
沼
委
員

　

道
路
新
設
改
良
費
が
、

繰
り
越
さ
れ
て
い
る
。
整

備
計
画
の
進
捗
率
は
。

　
ま
た
、
当
初
予
算
や
補

正
で
予
算
化
さ
れ
て
い
る

が
、
途
中
で
減
額
さ
れ
実

施
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
。

地
域
整
備
課
長

　

計
画
の
中
で
６
事
業
が

未
着
手
で
あ
り
、
進
捗
率

は
70
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

遅
れ
て
い
る
理
由
に
、

予
算
が
災
害
復
旧
に
多
く

配
分
さ
れ
る
こ
と
や
、
社

会
資
本
整
備
補
助
金
が
少

な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
町
単
独
事
業
で

行
う
こ
と
も
一
つ
の
方
法

と
思
わ
れ
ま
す
。

職
員
の
対
応
は

井
上
委
員

　
農
地
中
間
管
理
機
構
業

務
に
、
農
地
集
積
や
土
地

改
良
事
業
な
ど
の
業
務
が

増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

　
現
状
の
職
員
で
対
応
は

可
能
か
。

町
長

　

今
後
、
仕
事
の
内
容
に

よ
り
、
部
局
と
話
し
合
い

な
が
ら
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

農
林
振
興
課
長

　

現
在
２
名
で
対
応
し
て

い
ま
す
。
大
規
模
土
地
改

良
工
事
と
な
れ
ば
、
そ
の

都
度
人
材
配
置
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
収
納
を

�

し
っ
か
り
と

古
山
委
員

　
介
護
保
険
特
別
会
計
で

不
能
欠
損
額
が
63
万
円
、

収
入
未
済
額
が
３
０
９
万

円
あ
る
。
今
後
も
不
能
欠

損
が
増
え
る
と
思
わ
れ
る

が
、
防
止
と
対
策
は
。

健
康
福
祉
課
長

　

収
入
未
済
額
の
内
訳
は

29
年
度
分
の
１
件
で
、
そ

の
他
は
過
年
度
分
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
以
前
分
が

不
能
欠
損
の
対
象
と
な
る

の
で
、
収
納
に
努
め
な
け

れ
ば
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

収
納
対
策
は
、
毎
月
督

促
状
や
催
告
書
で
通
知
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
電
話
で
の

料
金
の
説
明
や
、
戸
別
訪

問
に
よ
る
徴
収
や
分
割
納

付
等
の
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。

特　

別　

会　

計

新 規 就 農 者 の 確 保 は

工事完成がまたれる町道　原南線

工事が進む土地改良　手ノ子地区

決算特別
委 員 会

（13）議会だより　平成30年10月25日



遊休地を利用した公園を
 総務文教常任委員会

古
山
委
員　

子
ど
も
議
会

で
数
人
か
ら
遊
び
場
や
憩

い
の
場
を
造
っ
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

　

飯
豊
中
の
旧
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
開
放
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
企
画
課
長　

旧
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
使
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
は
可
能
だ
と
思
う

の
で
、
整
備
も
含
め
、
今

後
検
討
し
ま
す
。

嶋
貫
委
員　

添
川
住
宅
団

地
線
の
土
質
改
良
調
査
の

結
果
、
軟
弱
と
い
う
こ
と

だ
が
、
住
宅
団
地
部
分
も

同
様
と
思
わ
れ
る
。

　

住
宅
団
地
と
し
て
分
譲

す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
。

副
町
長　

調
査
中
な
の
で

結
果
が
出
た
ら
、
分
譲
価

格
も
含
め
報
告
し
ま
す
。

髙
橋
委
員　

31
年
度
の
職

員
採
用
試
験
で
６
人
が
合

格
者
と
し
て
決
定
し
た
と

い
う
こ
と
だ
が
、
町
内
在

住
者
は
何
人
か
。

行
政
管
理
室
長　

上
級
職

１
名
と
看
護
師
１
名
の
２

名
で
す
。

長
沼
委
員　

公
民
館
主
事

と
地
域
支
援
員
の
関
係
が

好
ま
し
く
な
い
と
聞
く
が
、

そ
の
対
応
は
ど
う
し
て
い

る
か
。

生
涯
学
習
振
興
室
長

　

確
か
に
そ
の
よ
う
な
話

は
届
い
て
い
ま
す
が
、
役

割
分
担
し
な
が
ら
、
話
し

合
い
の
中
で
協
力
し
合
い
、

事
業
を
進
め
る
よ
う
指
導

し
ま
す
。

●
総
務
企
画
課

◇
添
川
住
宅
団
地
整
備
に

つ
い
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
を
行
っ
た
結
果
、
地
盤

が
軟
弱
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　

現
在
、
地
盤
改
良
の
工

法
・
費
用
な
ど
に
つ
い
て
、

資
料
作
成
業
務
を
依
頼
中

で
す
。

◇
９
月
４
日
の
台
風
21
号

に
よ
る
被
害
は
、
高
峰
・

中
津
川
地
区
で
倒
木
や
塀

の
崩
壊
、
屋
根
ト
タ
ン
の

破
損
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
31
年
度
の
職
員
採
用
は
、

上
級
行
政
職
２
名
、
保
育

士
３
名
及
び
看
護
師
１
名

の
合
格
者
を
決
定
し
ま
し

た
。

◇
移
住
定
住
施
策
と
し
て
、

住
宅
金
融
支
援
機
構
と
協

定
し
、
同
機
構
の
住
宅

ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
場
合

に
金
利
が
引
き
下
げ
ら
れ

る
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

●
住
民
税
務
課

◇
緑
ヶ
丘
斎
場
が
改
修
工

事
の
た
め
、
９
月
18
日
か

ら
10
月
20
日
ま
で
の
間
、

川
西
町
、
南
陽
市
及
び
白

鷹
町
の
斎
場
を
無
料
手
配

し
ま
す
。

◇
長
井
地
区
防
犯
協
会
連

合
会
主
催
の
少
年
の
主
張

大
会
で
、
飯
豊
中
の
藤
川

大
輝
君
が
一
位
を
獲
得
し
、

置
賜
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

●
教
育
委
員
会

◇
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結

果
、
小
学
校
は
国
語
Ａ
と

理
科
が
県
・
全
国
平
均
を

上
回
り
、
国
語
Ｂ
と
算
数

は
、
や
や
下
回
り
ま
し
た
。

中
学
校
は
全
て
の
科
目
で

下
回
り
ま
し
た
。

◇
県
こ
ど
も
絵
画
展
で
、

奨
励
賞
２
点
、
入
選
17
点

が
受
賞
し
ま
し
た
。

各
課
か
ら
の
報
告

質
問
と
答
弁

平成30年10月25日　議会だより（14）
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●
農
林
整
備
課

◇
「
眺
山
に
お
け
る
畜
産

事
業
計
画
」
は
、
現
肉
用

牛
セ
ン
タ
ー
の
財
産
を
処

分
し
、
民
間
の
畜
舎
、
糞

尿
利
用
の
バ
イ
オ
ガ
ス
発

電
施
設
を
整
備
し
、
新
し

く
畜
産
生
産
拠
点
を
め
ざ

し
ま
す
。

●
商
工
観
光
課

◇
地※

域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
組
織

化
委
員
会
（
長
井
・
南
陽
・

白
鷹
・
飯
豊
）
を
９
月
10

日
に
立
ち
上
げ
、
基
本
と

な
る
事
業
計
画
を
策
定
し
、

平
成
31
年
２
月
の
法
人
化

を
め
ざ
し
ま
す
。

●
地
域
整
備
課

◇
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

は
37
件
の
申
請
が
あ
り
ま

し
た
。
予
算
上
、
あ
と
６

～
７
件
の
受
け
付
け
が
可

能
で
す
。

●
健
康
福
祉
課

◇
「
で
ん
で
ん
」
の
増
改

築
工
事
は
、
安
全
性
へ
の

配
慮
や
、
給
湯
設
備
の
追

加
に
伴
い
、
設
計
も
含
め

て
予
算
の
増
額
等
の
変
更

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
介
護
老
人
保
健
施
設
・

国
保
診
療
所

◇
中
津
川
診
療
所
の
小
川

医
師
が
、
県
国
保
連
合
会

よ
り
功
労
者
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

※
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は

　

デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
）
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
Ｍ
）

オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｏ
）

の
略

　

地
域
の
観
光
資
源
に
精
通
し
、

地
元
と
連
携
し
な
が
ら
観
光
名

所
と
地
域
づ
く
り
を
行
う
法
人

眺山を畜産生産拠点に
産業厚生常任委員会

遠
藤
委
員　

椿
診
療
所
に

リ
ハ
ビ
リ
専
門
の
職
員
を

配
置
で
き
な
い
か

診
療
所
事
務
長　

診
療
所

は
狭
く
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
員
の

確
保
も
難
し
い
状
況
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
は
「
美
の
里
」

で
も
実
施
し
て
お
り
、
今

後
、
総
合
的
に
検
討
し
ま

す
。

井
上
委
員　

今
夏
の
猛
暑

で
ダ
ム
の
貯
水
率
が
０
％

近
く
に
な
っ
た
が
、
計
画

放
流
の
変
更
を
お
願
い
で

き
な
い
か
。

町
長　

放
流
か
貯
水
か
舵

取
り
が
難
し
い
そ
う
で
す
。

川
西
町
と
も
協
議
し
な
が

ら
、
全
天
候
型
の
ダ
ム
管

理
を
お
願
い
し
て
い
き
ま

す
。

菅
野
委
員　

町
道
上
原
遅

谷
線
の
法
面
補
修
工
事
は
、

設
計
も
含
め
て
変
更
が
必

要
な
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、

こ
の
箇
所
は
数
年
前
に
も

工
事
を
し
て
い
た
が
。

地
域
整
備
課
長　

法
面
の

中
間
で
地
滑
り
が
発
生
し
、

地
質
調
査
が
必
要
と
な
っ

た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
数

年
前
の
工
事
は
雪
崩
防
止

柵
の
設
置
工
事
で
す
。

質
問
と
答
弁

各
課
か
ら
の
報
告

（15）議会だより　平成30年10月25日
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発
行
責
任
者　
　

　

議

長　

後
藤
惠
一
郎

　

委
員
長　

井
上
　
　
南

　

副
委
員
長　

髙
橋
　
亨
一

　

委

員　

長
沼
　
桂
子�

�

菅
野
富
士
雄

�

古
山
　
繁
巳

�

遠
藤
　
　
忠

　

今
年
の
、
夏
は
人
命

に
係
る
猛
暑
が
続
き
ま

し
た
。

　

更
に
白
川
ダ
ム
の
水

瓶
で
す
ら
底
を
突
く
よ

う
な
事
態
で
、
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

水
も
足
り
な
く
な
り
、

毎
日
水
管
理
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
日
々
が

続
い
た
夏
で
し
た
。

　

自
然
の
力
は
偉
大
で
、

水
不
足
も
解
消
さ
れ
、

収
穫
の
季
節
が
目
の
前

に
来
て
い
ま
す
。

�

　
（
古
山
記
）

編
集
後
記
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171号
　

眺
山
環
境
保
全
協
議
会

と
の
意
見
交
換
会
を
東
部

地
区
公
民
館
で
９
月
21
日

に
開
催
し
ま
し
た
。
28
人

の
参
加
で
保
全
協
議
会
の

志
田
俊
作
事
務
局
長
よ
り
、

昭
和
34
年
に
眺
山
開
発
が

行
わ
れ
て
数
十
年
が
経
過

し
、
開
発
時
の
に
ぎ
わ
い

を
再
現
で
き
る
よ
う
に
、

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

地
元
の
方
々
を
は
じ
め
、

㈱
飯
豊
な
が
め
や
ま
牧
場
、

田
中
畜
産
フ
ィ
ー
ル
ド
セ

ン
タ
ー
、
東
北
お
ひ
さ
ま

発
電
㈱
の
代
表
の
方
々
も

参
加
さ
れ
、
お
ひ
さ
ま
発

電
の
後
藤
博
信
氏
よ
り
、

畜
産
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
構

想
と
、
畜
産
・
酪
農
収
益

力
強
化
整
備
等
特
別
対
策

事
業
計
画
の
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
員
の
意
見

等
も
交
え
、
有
意
義
な
交

換
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
28
日
白
鷹
町
を
会

場
に
置
賜
地
方
議
員
交
流

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
鷹
町
社
会
教
育
委
員

長　

大お
お
む
ら村

亨み
ち

夫お

氏
（
元
第

一
小
校
長
）
か
ら
「
社
会

教
育
が
地
域
に
果
た
す
役

割
」
と
題
し
、
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
じ
め
等
は
社
会
問
題

化
し
て
お
り
、
そ
の
対
策

と
し
て
学
校
だ
け
で
な
く
、

家
庭
・
地
域
社
会
が
一
体

と
な
り
、
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

と
く
に
、
社
会
教
育
の

果
た
す
役
割
が
重
要
で
あ

り
、
各
自
治
体
で
も
公
民

館
活
動
に
力
を
入
れ
、
生

涯
教
育
を
押
し
進
め
る
必

要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

添
川
地
区
と
意
見
交
換
会
を

置
賜
５
町
交
流
会

●
新
産
業
基
地
と
眺
山
地
区
の
将
来
像熱心に意見交換

社会教育の必要性を学ぶ


